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市貝町立図書館『いっとくん』
@ittokun_ichikai

★本を借りてバレンタイン★
日時：２月１４日（木）
場所：図書館カウンター
内容：当日本を借りた人限定、いっとくんよりすてきな

バレンタインのプレゼントがもらえるよ♪
なくなり次第終了

★ダンボの会のおはなし会★
日時：２月２４日（日） １０：３０～（５０分程度）
場所：図書館１階おはなしコーナー
内容：『パネルシアター』
乳幼児から小学生まで、幅広く参加できるおはなし会
です。一緒に、絵本の読み聞かせ・エプロンシアター・
手遊び・折り紙などを 楽しみましょう

※ダンボの会のおはなし会は今年度最終回です。次回
開催予定は４月以降です。ぜひ、ご参加ください！

お問合せ先：市貝図書館 ☎68-4380
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第７回いちかい図書館まつり（１/１９開催）、

無事にお開きです！たくさんの方にご来
館いただきありがとうございました～

今回の図書館まつりで、利用者様、出店者様から
頂いた募金金額は、９，３１６ 円でした。ありがと
うございました。募金金額は全て、コミックスの購
入に充てさせていただきたいと思います。よろしく
お願いいたします。

■第３４回企画展■
「発掘された市貝町」

期間：２月９日（土）～３月２４日（日）
場所：歴史民俗資料館
内容：近年の発掘成果や、これまで市貝町で

発掘された遺物を展示致します。

お問合せ先：中央公民館 ☎68-0020
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本日の新聞コーナーの場所が変わったよ

館内の配置換えを少しずつ、実施しています。

本日の新聞コーナーが雑誌コーナーの近くに移動
しました。ぜひ、ご利用くださいね！

「楽しいから笑うのではない
笑っているから楽しいのだ」

図書館まつりの「笑える笑いヨガ」楽しかったね。

みなさんも生活の一部にぜひ「笑い」を取り入れ
てください！

Bring more LAUGHTER into your Life

http://www.library.ichikai.tochigi.jp/


ひとりごと

いよいよ平成の時代が終わろうとしています。

私たちは「激動の時代」と言われた昭和の時代から戦争のない平成の時代を過ごしてきました。「昭和」
に続く元号として「平成」が発表されたのは３０年前の１月７日でした。あの頃は「何か頼りない感じだね」とか
「平和な感じがするね」など職場でいろいろと話し合ったことを思い出します。翌１月８日は日曜日でしたが、

「６４．１．７」から「１．１．８」の日付印が欲しくて多くの人があちこちの郵便局へ詰めかけたのを思い出します。
私も収集家の端くれで何ヵ所かの日付印をゲットしました。元号は明治の改元の際、天皇一代にに使う元号
をひとつとする「一世一元制」となり、現在まで継続されています。もともと古代中国から伝わった慣習で、日
本では６４５年・乙巳の変（大化の改新）から「大化」が使われたのが最初でした。「平成」は２４７番目の元号
で、天地の安定や平和の願いを表していると聞かされました。私も正月に「安和」「安久」「永明」「弘徳」など、
漢字２文字を２０ほど考えましたが、次の元号がどのような名前に決まるのか、希望溢れる未来と平和が訪
れるよう願いながら、新時代の元号を迎えたいと思っています。

いっとくんにバースディ
メッセージをかこう 読書通帳をつくろう！

ダンボの会のおはなし会 「笑」のクイズに挑戦！！

笑える笑いヨガ

今年もイベント盛りたくさんの楽し
いお祭りになりました!!

ご来場くださった皆さん、本当にあ
りがとうございました。来年もぜひ
遊びに来てくださいね～！

第１６０回芥川賞＆直木賞作品決定

２０１９年1月１６日、第160回芥川賞・直木
賞の受賞作品が決定しました。図書館では候補
作を含め、カウンター横に特集を設置しており
ますので、ぜひご利用ください。

＊直木賞受賞作品＊
「宝島」

真藤順丈∥著 講談社
平成最後の直木賞を受賞したのは真藤順丈さんの「宝島」
でした。
舞台は終戦後米軍統治下の沖縄、知らなくてはいけない
歴史と想いがこの一冊に詰まっています。

＊芥川賞受賞作品＊

「ニムロッド」
上田岳弘∥著 講談社

３度目の芥川賞候補作品「ニムロッド」、仮想通貨
ビットコインをテーマにした本作。
あらゆるものが合理化、情報化された時代。ＳＦを
通して現代を視る少し切ない人間ドラマ是非お読み
ください。

「１Ｒ１分３４秒」
町屋良平∥著 新潮社

主人公はあまりに考えすぎて負けを重ねるプロボクサー。
著者の町屋良平さんの身体の運動と言葉という拘りが溢れ
る力作。


